
高岡高等商業学校 海外書店洋書直接購入記録購入先 受⼊年⽉⽇ 冊数Höfels 1927/8/20 3527 3540 14Höfels 1927/10/5 3689 3722 34Höfels 1927/11/5 3795 3801 7Höfels 1927/12/1 3976 3995 20Höfels 1928/1/10 4057 4084 28S & H 1928/2/15 4089 4143 55Höfels 1928/2/15 4214 4243 30Deuticke 1928/3/20 4257 4326 70Höfels 1928/3/24 4339 4499 161Höfels 1928/3/26 4500 4523 24Höfels 1928/5/21 4833 4845 13Höfels 1928/6/1 4858 4865 8Höfels 1928/9/30 4989 5000 12Deuticke 1928/12/5 5049 5058 10Deuticke 1928/12/5 5191 5191 1Höfels 1928/12/5 5059 5065 7494[参照資料]高岡高等商業学校図書原簿 1,2[関連資料]

2.上原専禄  ⾼岡⾼商教授：1926年4⽉7⽇〜1928年3⽉31⽇1927年8⽉31⽇現在 図書課⻑3.ヴィーザー文庫 1554件1593冊，1929年4⽉25⽇受⼊⽇付印

1.全国⾼等諸学校図書館協議会第5回⼤会(⾦沢)の⾼松⾼商提出の問題「海外ヨリ洋書直接購⼊ノ便法如何」について高岡高商司書・山田定平氏の発言「私の⽅の経験を申し上げますと，丁度昨年当時の図書課⻑が留学中懇意にして居られたウインナの本屋と関係をつけまして，その本屋がウインナの国⽴図書館に納める値段と同じ割合を以て，私の学校と取引してくれることになったのであります。直接に図書を海外より取り寄せますと，種々な面倒即税関の手続とか，或いはパッキングケースの値段とか，或いは保険料とかで会計係では⼤変困られるのが普通でありますが，そのウインナの本屋は幾ら部数の多いものでも小さな小包に分けて送ってくれまして，此方に着いた時には外国⼩包配達料を⼗銭宛払へば受取れるやうになって居るのであります。そうしてその本題の⽀払ひ⽅法は⽇本銀⾏を経てこれこれの本に対してこれだけの値段をお⽀払ひするから，あなたの⽅でそれを受取って領収書を送ってくれというやうにします。之は善い⽅法か悪い⽅法か⼀寸判りませんが，私の方の経験を述べるとザットと斯う云ふやうなものであります。」「⼤会記事第1⽇([昭和3年]10⽉14⽇)総会」全国⾼等諸学校図書館協議会『会報』5, 1929.7：36
図書原簿2 登録番号7000(1933年11⽉20⽇受⼊)の次⾴より登録番号1〜1554として記帳。購⼊先，受⼊年⽉⽇記⼊無し。
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